
『喰伽師地論JI r菩薩地」における

知来の十力の研究(2)
一一和訳と註解一一

那須円照

序

この論孜では，前稿(rII'聡伽師地論JI r菩i鑑地」における知来の十力の研

究(1)ー和訳と註解-J6"仏教学研究』第66号所収，平成22年3月15日発行)

に引き続いて r職伽師地論.nr菩薩地J (Bodhisattvabhumi [BBh])にお

ける，仏陀(加来)の不共の智力である仏の十力の中の残りの四つのカにつ

いて明かした箇所を和訳し，それに対する『サーガラメーガ (Sagar-

amegha)の設J (r瑞伽行地中菩薩地解説.n)(Bodhisattvabhumivyakhya 

[BBhη]) と『球伽論記』のコメントを誌記して検討する。残りの四力は，

(7)遍趣行智力と (8)宿住随念智力と (9)死生智力と(10)漏尽智力である。

前回に引き統いて，これらの辞書的な意味(6"仏教学辞典.n(法蔵館)参

照)を述べておく。

(7)遍趣行智力とは「知実に人天等の諸の世界に趣く行の因果を知る力」

である。

(8)宿住随念智力とは「如実に過去世の種々な事を憶いだし知悉する力」

である。

(9)死生智力とは「如実に天眼をもって衆生の死生のl時や未来生の普・悪の

世界などを知る力J である。

(10)漏尽智力とは「自らすべての煩悩が尽きて，次の生存(後有)を受け
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r沿伽師t也事者符陵地』における句l米の十)}の研究(2)

ないことを知り，また他のものが煩悩を断ずるのを誤らずに知る力」で

ある。

以上の力の内，最初の三力は f稔伽朗i地論Jr菩薩地」では，仏のそれら

の力が優れていることの内容を述べており，あまり利他的な商の考察はない

ようである。ただい最後の漏尽智力に関しては，自ら証得し如実に了知し，

他の者たちのために願うという，自利利他の側面が強調されている。

大乗論典の中で，十力について詳しく述べた点について r喰伽師地論』

「脊磁地」と双盤をなす『大智度論』では，前回検討した，処非処智力(=

是処不是処力)と種種界智11(=性智力)で衆生済度ということが述べられ，

漏尽智力で自他の煩悩の断滅ということが述べられる。また十力のまとめの

筒所では，浄土教的な考えにつながる表現もみられる。 r大智度論』におい

ては，特に利他的な面が強調されているのである。

前回と今回，そして次回の最終回に統く訳註研究は，十力について詳しく

述べた大乗論典の中で，利他的な面の記述は少ないが，サンスクリット語原

典が残る r球伽師地論l r菩陸地」という貴重な論書を扱うという点、で，大

いに価値があるであろう。今回は，前回と方針を変えて，チベット語訳で残

る註と，中国撰述の誌を，達意的に紹介するというのではなく，逐語的に和

訳し紹介するということにした。

以下の訳註研究で，巣分不可説の仏の力とはどのようなものかということ

が少しでも分かっていただければ，本論孜の目的は迷せられたことになるで

あろう。

次回は，最終回として(3)十力全体の七門分別を扱う予定である。

該当箇所 (B'球伽師地論J r菩薩地JBodhisattvabhumi (BBh) {荻原

[1971] : pp.389-392， Dutt [1966] : pp.268-271}， rサーガラメーガの註』

(f聡伽行地中菩薩地解説.nBodhisattvabhumivyakhya (BBh 1-う，){Peking. 

NO.5548: [Ri.405.a.4-410.a.6]} {Derge.No.4047: [Yi.322.b.2-326.b.5]}， 

Bodhisattvabhumi (BBh) & Bodhisattvabhumivyakhya (BBh 1似{磯田・古

- 58-



rJul伽師地論持雌地Jにおける加l米の 1・JJの研究(2)

坂 [1995J: pp.358-375， 377}， r聡伽論記』大正42.p.583.c・584.b)

2-1-2-7.遍趣行(道)智力を明かす

te弱mevavataramukhanurupa pratipat tadyatha ragacaritanam a~ub­

ha vistarel)a tadyatha ~rãvakabhümau sarvatragamini pratipad ity 

ucyate. aparal) paryayal). sarva parpcagatigamini pratipat sarvatra-

gaminity ucyate. aparal) pary匂ral). parasparaviruddl肥料 nãnãpak号ã~ri­

te~v anyonyadf号tirucivipratyanikavadi号upfthag ito bahyake号u~ramal)・

abrahmal)e号uya pratipat sarvaprakarair ihamutranavadyagamni. sa 

sarvatragaminity ucyate tadyatha kã1ãmasütrãdi~u. 

(BBh荻原 [1971]: p.389. 11. 2-10 ; Dutt [1966] : p.268.11.14-19 ;磯田・古

坂 [1995J: p.358. 11.1-30) 

まさに彼らにとって，趣入門のような行(道)がある。例えば，食行者た

ちにおいて不浄[縦]がある，云々。例えば， r)HI1fl地」において遍趣行

(道)と言われる。また，観点がある。すべての，五趣に趣くという行

(道)がある。遍趣と言われる。また，観点がある。相互に矛盾する種々の

党類に依存する各々異なる見と欲と静論等の各々異なるこれとは外の沙門・

婆羅門における行(道)が，すべての種類としての，この世と他の世の無罪

の趣であり，それが遍趣と言われる。仔:IJえば，カーラーマ経等におけるよう

2-ト2-8.宿住随念智力を明かす

vicitre号usattvanikaye号utadyatha purve手udak号il)e号uuttare号upa~ci­

me~u nananamasarpketavyavasthanabhinne手v a~tãsu vyavaharapade号V

anugatarp purvake号v abhyatite!?v atnabhave!;iU号aclvidharpsamãsata~ 
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rfDi伽師地論審議地Jにおける加来の十力の研究(2)

caritam anusmaraty anekavidharp. piirve nivase samanusmaran. a号tau

vyavaharapadani katamani. evaqmama evarp.jatya1) evarp.gotraQ evama-

hara1) evarp.sukhadu1) khapratisarp. vedi evarp. dirtghayu1) eva rp. cirasthi ti 

ka1) evamayu号paryarp.taiti.事ac1vyavaharapadacaritani katamani. 

ahvanaya sarp.ketal) k切triyadayovaqla1) matapitararp. bhojanapanavid-

hi1) vipattisarp.patti ayurvaicitr・yarp.ca. tatha hi loka etany a写tauvyava・

harapadany upani~ritya 号atcaritãni pare手amatmano va vyapadi~arp.to 

vyapadi~arp.ti. idarp. me namasyedarp. nameti. k号atriyo'ham ayarp. va. 

brahmal)o vai~yaり ~iidro 'ham ayarp. va. ayarp. me pita asya va. yatha 

pita evarp. mata. evarp.riipam aham油aramaharami. mantharp. vapiipan 

va odanakulama号arp.va. pare va. evarp.riipe aharp. vyasane sarp.padi va 

vartate. ayarp. va. evarp.rupe 'harp. vayasi vyavasthito nave va madhye va 

ytddhe va. ayarp. va. ity etani号ac1a号tavyavaharapadanugatanicaritani 

bhavarp.ti. nasti cata uttari vyavaharapadarp. tac cartitarp. ca. tasmad 

etavad evanusmarati nato bhiiya1). tatra vyavaharacaritany akaro 

vyavaharapadany udde~al) tasya canusmaral)at sakararp. sodd~am 

anusmaratity ucyate. 

(BBIz荻原 [1971]: p.389. 1. 11-p. 390. 1. 10 : Dutt [1966] : p. 268. 1. 20-

269. 1.12 :磯田・古坂 [1995]: p. 360.1. 1-p. 364.1. 30) 

種々の有情の集まり，つまり，東・南・北・西の種々の名称の約束の確定

によって区別された，八つの言説の依り所に随順して，先の過去の自体にお

いて，六種の行を略して，随念し，多種の[行]を，宿住において随念する。

八つの言説の依り所とは何か。以上のような名であり，以上のような生類で

あり，以上のような種姓であり，以上のような飲食であり，以上のような

楽・苦の知覚であり，以上のような長寿であり，以上のような久住であり，

以上のような命終である，と。六つの言説の依り所の行とは何か。呼ぶこと

のための約束であり，クシャトリア等の類であり，母と父であり，飲食の方
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rJl主伽師地論菩隣地Jにおける制l米の十力の研究(2)

法であり，不幸と幸福であり，寿命の多様性である。すなわち，世間におい

て，これらの八つの言説の依り所に依存して，六種の行を他と自のために説

く。これは，私の名であり，これは彼の名であると。彼や私はクシャトリア

であり，あるいはノてラモンであり，あるいはヴァイシャであり，あるいはス

ードラである，と。これは私の父であるか，彼の父である。父のように母も

そうである。私はこのような飲食を食する。酪紫，あるいは小さな円いケー

キ，あるいは飯や粥を。あるいは他の者たちもである。私はこのような種類

で，衰えたり栄えたりする。彼もである。このような種類で，私は年齢にお

いて確立される。少，あるいは中，あるいは老と。彼もである。以上，これ

らの六つの八つの言説の依り所に随順する行がある。それを越えて，言説の

依り所や行はない。それ故に，この限りにおいてのみ，随念する。それより

多くはない。その中で，言説の行は形象であり，言説の依り所は指摘である。

また，これに，随念があるから，形象を伴い，指摘を伴い，随念すると説か

れる。

2-1-2-9.死生智力を明かす

tatra divyo viharo dhyananity ucyarpte. tadasritatvat tasya cak判明S

tatphalatvat tatparigrhitatvad divyarp cak~ur ity ucyate. suparipiirI)-

aparisuddhadhyanaphalatvat suvisuddham ity ucyate. manu~yãI)ãm arp-

tato namavaidharmyad atikrãrptamãnu~yaka ity ucyate. asti ca 

kamavacaraQarp devanam upapattipratilarpbhikam api tavad divyarp 

cal王手ustan nama sadrsyanuvarti. manu~yãl)ãrp punas tad api nasti. 

mr匂amaりa幼り sattva vyayama釦如na ity ucyarpt旬e. arptarabhavastha 

utpadyamana ity ucyarpte. dvabhyam akarabhyarp tamaりparayal)anarp

ayam evarprupo manomayo 'ntarabhavo nirvartate. tadyatha kr~l)asya 

kutapasya nirbhaso 'ndhakaratamisraya va ratryaり.tasmad durvar1)a 

ity ucyarpte. ye punar dvabhyam akarabhyarp jyoti号paraya1)aI:t.te弱m
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r球伽師地拾菩磁1也」に1;ける知米の十力の研究(2)

ayam evarpriipo manomayo 'ntarabhavo nirvartate. tadyatha jyotsnaya 

ratrya Vara1)aseyakasya va sarppannasya vastrasya. tasmat suvar1)a ity 

ucyarpte. tatra ye durvar1)aQ. te hinaQ. ye suvar1)aQ. te pra1)itaQ. ye 

hin功.te durgatigaminaQ. ye pra1)itaQ. te sugatigaminaQ. sasamutth-

anaya silavipattya kayava白manoduscaritenasamanvagata ity ucyante. 

dvividhaya mithyãdarsanadr~tivipattiyã samanvagamat sarvapavadi-

kaya tanmatavipak~'ãvasit'ãryãpavãdikayã ca mithyãdr~tayaQ arya1)-

am apavadaka ity ucyarpte. taya mithyadr坑yamithya heturp phalarp 

cabhinivesate. tatas tatpratyayarp mithyakarmabhisarpskaroti mithya-

karmabhisarpskurvan yad idarp dharmasamadanarp pratyutpannasuk・

ham ayatyarp duI:tkhavipakarp. yad va pratyutpannaduQkham ayatyam 

api dUQkavipakarp. tat samadatte. tasman mithyad将tikarmadhar-

masamadanahetor ity ucyate. samanvagatasyapi tadanyair anekavidhaiQ 

kusalair dharmais tenaiva durgatigamanat taddhetos tatpratyayam ity 

ucyate. namariipanyonyavisle早atkayasya bheda ity ucyate. sarvamaraQ-

anarp nihinaparamatvad asya pararpmara1)ad ity ucyate. naraka1)arp 

sarpjn白avibhavanataya'payadurgativinipata ity ucyarpte. svabhavasa-

riravastuvibhavanataya naraka ity ucyarpte. tatrapayanam ity ucyate 

adharmacaryavi伊macarya.taya tatra yanarp bhavati. tasmad apaya ity 

ucyarpte dUQkhasarpsparsatvad dirghakalikavicitrativranirantaradu-

りkhopabhogasamudgatatvaddurgataya ity ucyarpte. adhobhagavasth・

itatvan mahaprapatabhiitatvat k~・cchrakaruQadïnamahãvipralãpapra­

lapitvad vinipata ity ucyante. adhimatrasarpvegajanakatvan naraka 

evocyarpte. ity yena copapadyante. upapannas ca yad upabhurpjate 

tadupabhogac ca punar yad anyat svayarpkrtarp dUQkharptaram abhinir-

vartayarpti. tad etad abhil) sarl1jnabhil) paridipitarp. etadviparyaye1)a 

yathayogarp sarvaりsuklapak号oveditavyal). tatrayarp vise号aQ.sucar-

itapiirva gatil) sugatir ity ucyate. sukhopabhogaparatvat svargaloka ity 
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r稔伽師J也J命菩:磁j也」における郎l米の十力の研究(2)

ucyate. 

(BBh荻原 [1971J: p. 390.1. 10-p. 392.1. 7 ; Dutt [1966J : p. 269.1. 12-270. 

1. 19 :磯田・古坂 [1995J: p. 365.1. l-p. 374.1. 11) 

この中で，静慮は天住と言われる。その限はそれ(天住=静慮)に依るか

ら，それの果であるから，それに包摂されるから，天l肢と言われる。極めて

円満であり，清浄である静慮の呆であるから，極めて清浄であると言われる。

人々の中で，全く名称が相似していないから，人を超過した者であると言わ
倒

れる。欲界の天の中で，生得の，乃至，天の限がある。その名は相似してい

る。しかし，人々の中では，それ(名)もない。

有情たちは，臨終のとき，死につつあると言われる。中有にあるとき，生

じつつあると言われる。二つの種類に基づいて，黒聞に趣く者の中で，この

以上のような類の意生(意成)，中有は完成する。例えば，黒い羊毛の光，

あるいは，陰聞の夜のように。それ故に，惑い色と言われる。しかし，二つ

の種類に基づいて，明白に趣く者，それらの中で，この以上のような類の意

生(意成)，中有は完成する。f91jえば，月の夜や，パーラナシーの極鮮白の

(完全な)衣に属するもののように。それ故に，好ましい色と言われる。こ

の中で，悪い色を有する者たちは，劣である。好ましい色を有する者たちは，

妙である。下劣なものたちは，悪j也に行く者たちである。勝妙な者たちは，

善趣に行く者たちである。戒を壊し[それから]引きおこすことを有する者

たちは，身・語・意の悪行を具有している者たちと言われる。二種の邪見と

壊見を具有することに基づいて，すべてを誹誘し，彼に対して認められた異

類に住する聖者を誹誘して，邪見が聖者への誹諮と言われる。その邪見によ

って，邪因・[すISJ果に執着する。それ故に，それ(邪見)を縁として，す1)

業を造作する。邪業を造作するから，およそ，この法受があり，現在の楽が

あり，未来に背の典熟がある。あるいは，およそ，現在の苦があり，未来に

も苦の異熟があり，それを受ける。それ故に，邪なる見が業と法を受ける因

としてあると言われている。それ(邪見・域見)とは別の種々の普法を具有
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r議伽師地論』 r，普隣地」における如来の十カの研究(2)

ただそれ(邪見・壊見)だけによって，悪趣に行くから，それ

それを縁として，と言われる。名と色とが更互に事離するから，

身の破壊と言われる。すべての死の中で，この[死]が最も下劣であるから，

していても，

を因として，

回

極死に基づいて，と言われる。地獄の想を開示することによって，険悪趣に
制

堕ちると言われる。自性と体と事とを開示することによって，地獄と言われ
鍋

る。その中で，険と言われる。非法行と不平等行，それによって，
ω 

そこ (地

獄)に行くことがある。それ故に，険と言われる。苦触に基づいて， 長時，

種々の猛利なる無関の苦悩を受けることが平等に出現するから，悪趣と言わ

れる。下分に位置し，大深坑のようであるから，救抜しがたく， あわれむべ

き，下賎なる，大きな締言と悲l嘆に基づいて，堕ちると言われる。上品を厭
ω 

離することを生じさせるから，地獄とのみ言われる。また，以上， ある者が

生じる。また，生じおわった者は[苦悩を]受ける。それ(苦悩)を受ける
闘

から， また，別の， 自らなされた苦とは別のものを生じさせる。それこれが，

これらの諸想(あるいは，諸名称)によって，顕示されている。以上と相違

するから，道理に随って，すべての白品は知られるべきである。その中で，
側

この区別は，善行を先とする趣が普趣と言われる。楽を受けることが極まっ

ているから，天界(楽世界) と言われる。

2-ト2-10.漏尽智力を明かす

sarva'asraval)am a~e号ãnu~ayaprahãl)ãd yat tatprãtipak~ikam anasra-

varp cittam anasrava prajna paramadhicittadhiprajnasarpgrhita asraval)・

arp 1匂ayad anasrava cetovimuktil) prajnavimuktir ity ucyate. taロ1

puna~ cetovimuktirp prajnavimuktirp tasminn eva carame bhave prat-

yatmarp切手thya 'bhijnaya dar~anamãrgasarpni~rayel)a bhavanamar・

gasarpni~rayel)a cadhigamya svarp cadhigamarp yathavat prajanarpti. 

pare平arpcakarpk号amal)anamarocayarpti. tasmad dt科aeva dharme 

svayam abhijnaya sãk~ãtkttvopasarppadya pravedayarptity ucyarpte. 
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r喰伽師地論菩薩地」に.t;ける員"米の十力の研究(2)

l王手il)ame jatir ity evamadinarp padanarp nanakaral)arp. veditavyarp. 

tadyatha paryめrasarpgrahal)yarp. 

(BBh荻原 [1971]: p. 392 .ll. 8-19 : Dutt [1966] : p. 270.1. 19-p. 271.1. 2 : 

磯田・古坂 [1995]: p. 374.1. 12-p. 375.1. 10) 

すべての諸漏の中の，残りなき随眠を断じるから，対治するものが，無漏

心であり，無j騎懇であり，最勝の増上心と増上慧-に包摂され， i騎が滅尽する

から，無漏なる心解脱・態解脱と言われる。その心解脱・態解脱を，その最

後の有(=生存)において，内証し，第六神通に関して，見道に依存して，

修道に依存して証得するから，また，自ら説得して，如実に了知する。他の

者たちのために願いつつあるから，説く。それ故に，現法において，十'1'通を

具足し，開党し，到達して，知らせる，と言われる。私の生は尽き，と，以

上等の諸句の区別が知られるべきである。例えば r摂異門分」におけるよ

うに。

註

臼I) サーガラメーガは註釈する。さらにまた，適趣行(道)を如実に知ると言わ

れる。それを説示するために，まさに彼らにとって，趣入門，云々。種種の勝

解の有情たちが趣入する門のような遍趣行(道)である。すべてのものの自己

の行に随順するからである。それ故に言う。食行者たちにおいて，云々。その

ように，この時に遍趣の内容を知るべきである。

(BBhり Peking[Ri.405.a.4-6]. Derge [Yi.322.b.2-4].磯田・古坂
[1995] : p. 359. 1l. 1-3) 

仰サーガラメーガは註釈する。二つの観点とは，後者の場合，遍趣の内容は，

すべての，五種に趣くという行(道)であると言われる。三つ目は，二つ目の

中で遍趣の内容による。以上のように，三つの観点によって，遍趣行(道)が

説示されている。

(BBhηPeking [Ri. 405. a. 6-7]. Derge [Yi. 322. b. 4-5J，磯田・古坂
[1995] : p. 359. 11. 4-5) 

側サーガラメーガは註釈する。また，観点がある。相互に矛盾する，とは，

各々の見解に執して住することである。それ故に言われる。種々の党類に依存

する，とは，自己の見解に執着することによって，ある者は欲の見解と矛盾す
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ることによって，他の者たちの欲と矛盾することによって，欲によって批判さ

れる。彼らの欲は相互に矛盾しているからである。静論[等]の各々異なる，

とは，彼らのそれらの欲に基づく勝解は，この世と他の世の無罪を受け取ると

言われる。それは，遍趣行(道)と言われることによって，云々。

(BBhり Peking[Ri. 405. a. 7-b.2] ， Derge [Yi. 322. b. 5-7]，磯田・古坂
[1995] : p. 359. ll. 6-8) 

制 サーガラメーガは註釈する。その遍趣行(道)はまた，カーラーマ経に随!頓

して知られるべきである。

(BBhη: Peking [Ri. 405. b. 2]， Derge [Yi. 322. b. 7]，磯田・古坂 [1995]: 
p. 359.1. 9) 

r稔伽論記』に以上の遍趣行(道)智力が総合的に註釈されている。「まさ

に彼らにとって，趣入門...・H ・..カーラーマ経等におけるように」とは，これは，

遍趣行(道)智力についての知られるべきことを明かしている。四つがある。

ーには.帰趣を知る!噴観の行があり，二には，罪福の不同業趣を知る五趣の行

があり，三には，朋党の各々が趣に順ずることの相違を知る見行があり，四に

は，余の一切の品類差別の，此の世・他の世の無罪なる趣の行があると，知る。

つまり，三来と不定性は，三世の中において， i呈紫に趣〈無罪の行を起こすと
知る。

問う。この遍趣行(道)の力と処非処力とに，どんな差別があるのか。

答える。処非処力は境(対象)を寛く知る。遍趣行(道)力はただ，諸行には

趣くところがあることを知るだけである。処非処力はそれ以外にも他の法を知

る。つまり，大海の滞(しずく)の数，大地徹底の一切有情の諸の心の念ずる

対象，また，七宝の真偽等のことを知るのは，無量である。サンスクリット語

でカーラーマというのは，時のことである。外国には別に r時経』がある。

(r議伽論記.1.大正42.p. 583.c. 21-p. 584. a.3) 
側 サーガラメーガは説釈する。また，八つの自在について説かれる。種々の有

情の集まり，つまり，云々。さらにまた，前のように，多種の[行]を，宿住

において随念する。つまり，生をまた随念して，ということによって，七，八，

九，十も随念して，多くの場合も，滅と成劫も正しく随念して，これらの自己

と有怖が，この場合，生において，以上のような名であり，生は以上のようで

ある。以上のような生類であり，以上のような種姓であり，以上のような飲食

であり，以上のような楽・苦の知覚であり，これだけの寿量でありうる。時は

これだけ住する。寿命の辺際はこれだけであり得るであろう。死後，そこに生

じ，それから死後，ここに生じる，という種類を有する。部分を有する前の場

所において随念しない。

(BBIzり Peking[Ri. 405. b. 2-7]， Derge [Yi. 322. b. 7-323. a. 3]，磯田・古
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坂 [1995J: p.361.11.1-4) 

さらに，サーガラメーガは註釈する。あるところに住するそれを説示するた

めに，種々の有情の集まり，云々。種々性も方位の区別によって説示するから

である。東方と云々。先の過去の自体において，云々。諸有情の行の区別を説

示するために，種々の名称の約束の縦定によって区別された，と説かれる。八

極の依り所を説示するために，八つの言説の依り所，と言われる。名称等の八

つが，言説の依り所であると言われる。それに随順して，とは，それに住して

はたらくのである。六磁の行であるものとは，行じさせることによって行であ

ると言われる。享受させて，得させるという意味である。そのように，過去の

生の六種の行を多種として随念する。宿住において随念する，と説示されてい

るのが合意である。言説の諸語は，経典に随順して説示されている。これは名

であると言われる，云々。

(BBhl今 Peking[Ri. 405. b. 7-406. a. 4]， Derge [Yi. 323. a. 3-7]，磯凹・古

坂 [1995]: p. 361. ll. 5-8) 

側 サーガラメーガは註釈する。六種の行を説示するために，八つの言説の依り

所に依存する六つの行とは何か。呼ぶことのための約束であり，云々。名称の

仮説とは，これが名称であると言われるということである。類の仮説とは.生

類，云々。父母の仮説とは，諸類である。飲食等の仮説とは，食物である。富

と衰の仮説とは，楽と背とを知覚することである。積々の寿命の仮説とは，長

寿等の三つの秘である。

(BBhVy: Peking [Ri. 406. a. 4-6]， Derge [Yi. 323. a. 7-b. 2]，磯田・古坂

[1995] : p. 363. ll. 11-12) 

間 サーガラメーガは註釈する。他と I~I，とは，過去の状態を必ず行じさせるこ

とであり，綜に適合するために，六種の行を説くことに確定する。これは，私

の名であり，とは，私の名が言説である。これは彼の名である，とは，他のも

のである。クシャトリアであり，とは，自あるいは他の言説である。ー彼の， と

は，他のである。そのように他者たちにも結びつけられるべきである。これは，

とは，自己である， と言われる。これ， とは，他のである。自己の飲食の作用，

RS紫，あるいは，とは，自己あるいは，とは，自分自身である。あるいは，
[この] とは，他の者たちである。このような仕方で，衰えたり栄えたりす

る， とは，楽とこ苫とである。私は， とは，私自身のである。彼， とは，他の者

たちである。年齢において，とは，自分自身の種々の年齢が説示されている。

彼，とは，他の者たちの，である。そのように，他と自との六つの行が説示さ

れている。形象を伴い，指摘を伴い，という特定の内容を説示するために，こ

の場合，言説の依り所，云々。

(BBhVy: Peking [Ri. 406. a. 6-b. 4]， Derge [Yi. 323. b. 2-5]，磯田・古坂
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[1995] : p. 363. l. 13-p. 365. 1. 8) 

サーガラメーガはさらに註釈する。甲が乙において，また断じられ，これは

私の名であるということに基づいて，その自己から，ある人として生じる，と

は，前の依り所が説示されている。依り所の区別とは，種類である。それ故に，

諸世間をこのように説く。あなたはどんな依り所から来たのか，とは，問うて

いるのである。他も前のように。

(BBh Vy: Peking [Ri. 406. b. 4-5]， Derge [Yi. 323. b. 5-7]，磯田・古坂

[1995] : p. 365. 11. 9-10) 

r聡伽論記』に註釈されている。宿住力の中で，まず総合的に標挙し，次に

個別的に解釈し，後に略して結する。

r[これら]八つの言説の依り所[に依存して，]六種の行[を他と自のため

に説く ]J(八の言説の句，六種の略行)とは，泰という人が言うには，略して

六行を説くから，六趣の略行と言う。

q日J (1'脊薩地持経J) に「六種の同行J と言うのは， rl司」という字と
r略」という字と相みだれたので，謬って訳したものである。

八種の事は言設となすべきである。故に八つの言説の句(=依り所)と言う。

景という人が言うには，言説の所詮は広くいえば無涯である。略すれば六行あ

る。

八の言説の中で，最後の三は，合してーの閉じものである。寿量であるから。

よって六だけである。「この故に，唯だこのような品類において，随念を発起

し，さらに増えることがない」と言うのは，宿住JJを明かす。前に念を起こす
のに随って，さらに他の対象はない。

問う。宿住力はまた，自他の過去，無漏の滅道を知るのか知らないのか。

解釈して言う。今この論の中で，文に道理を説かないけれども，また知る。

r法華経』に説かれているように。「過去に仏がおられる。威音王と名づけ，

正覚等を成ず」と。 (r妙法蓮華経』大正9.p. 50. b-c に類似の表現がある)

「言説の行は形象でありJ とは，ここに説かれた六種の略行である。

「言説の依り所(句)は指摘である」とは，八つの言説の依り所(句)であ

る。

「また，これに，随念があるから」とは，まさしく，宿住の随念力知を明か

す。

(r職伽論記J:大正42.p. 584. a. 3-16) 

側 まず最初に，サーガラメーガは総合的に註釈する。その清浄な天眼は，人の

過去の業に相応することによって，もろもろの死んだ有情と，生じた[有情]

と，色がよい[有情]と，色が悪い[有情]と，貧しい[有情]と，富んだ

[有情]と，普趣に行った[有情]と，悪趣に行った[有情]との諸業を知実
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に知る。これらの有情は，身体によって悪く作られた，乃至，意によって悪く

作られたものを有する。諸聖者に対して非難する。邪見の業道を受持して住す

ることの因と縁によって，死んでそれから悪趣に堕ち， もろもろの地獄の有情

として生じるであろう。また，これらの有情は，身体によってよく行じられた，

L 乃至，前とは矛盾して普趣，天界に，天の中に生じるであろう，と。これ
は第九力である。

(BBhVy: Peking [Ri. 406. b. 5-407. a. 2J. Derge [Yi. 323. b. 7-324. a. 3J.磯
田・古坂 [1995J: p. 365. 11. 11-14) 
まず最初に r璃伽論記』に総合的に註釈されている。次に，死生智力を明

らかにする。[それは]また，天眼力と名づける。その中で，先に天眼力の観

点から釈し，後に死生力について釈する。

(r喰伽論記J:大正42.p.584. a. 16-17) 

側 サーガラメーガは註釈する。この中で，天眼を説示するために，天住に含め

られるから，諸静慮も，天の，と言われる。それ(天住=静慮)に依るから，

それについても，天眼と言われると説示するために，限によって知られるべき

色のように，と説示されている。それについて説示するために，それの果であ

るから，と。それらによって，二種の眼が説示されている。清浄なl肢と慧眼と

である。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. a. 2-4]. Derge [Yi. 324. a. 3-4J.磯田・古坂
[1995J : p. 365. 11. 15-16) 
r喰伽論記』に註釈されている。「この中で，静慮は天住と言われる。乃至，

天眼と言われる」とは，修得されるl肢は，かの静慮に従ってまた，天と名づけ

る。故に，天眼と名づける。三蔵がお説きになる。光明であるから天と名づけ

る。天とはこれは，光明という意味の下に経の中に釈する。

(r瑞伽論記.11大正42.p.584.a. 17-20) 

側 サーガラメーガは註釈する。清浄である静慮の巣であるから，とは，神通を

自性とすると示すためであり，欲界繋の天眼を除くためである。これらも，正

しい天眼ではない。生得であるからである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. a. 4-5J. Derge [Yi. 324. a. 4-5J.磯田・古坂
[1995] : p. 367. 11. 6) 
r職伽論記』に以下総合的に註釈されている。「極めて消浄である，と，人

を超過した者である」の二句は，次に死生智力を釈する。その中で，初めに，

死生のとき，見られる好感の色相を明かし，後に，善悪行によって，苦楽処に

往くことを明かす。その中で二つに分けられる。初めに，悪趣に往くことを明

かし，後に，普趣に往くことを明かす。前の中に初めに，広く因果を釈し，後

に，総じてこれを結す。
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(r聡伽論記JI.大正42.p. 584. a. 20-24) 

(5]) サーガラメーガは註釈する。また，二種の人を超過した者であることを説示

するために，名称が相似しているものと，相似していることによって，それら

の極性に属するものたちがあり，また，それらと相似していないものがあると

言われる。また，人々において，それらと相似していないものがあるとは，ま

た言われるが，人々において親しく似てもいない，とは，名称もない云々とい

う怠昧である。欲界の人を超過した他の者たちにおいて，名称の相似があると

説示するために，欲界繋の諸天において，名は相似している[だけの者がある

が]云々 。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. a. 5-8J， Derge [Yi. 324. a. 5-7J，磯F1I・古坂

[1995J : p. 367.11. 7-8) 

開 サーガラメーガは註釈する。臨終のとき，死につつあると言われる。死に夜

両しているからである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. a. 8J， Derge [Yi. 324. a. 7-b. lJ，磯田・古坂

[1995J : p. 367. 1. 9) 

側 サーガラメーガは註釈する。中有にあるとき，とは，生じるときということ

であり，生に泣而しているからである。

(BBIz Vy: Peking [Ri. 407. a. 8-b. lJ. Derge [Yi. 324. b. lJ，磯田・古坂

[1995] : p. 367. 1. 10) 

(54) サーガラメーガは註釈する。その中有にあるものも，二樋である。普・趣に行

くものと悪趣に行くものとの区別による。それらは，趣の区別によって，色の

区別があるであろう，とは，決定されていると説かれる。二つの種類に基づい

て，と云々。あるよく作られた果に住して，悪く行うそれらは，悪趣に行くこ

とによって，明白(白浄)なところから，陰(聞)に入るであろう。また，あ

る悪く作られた結果に住して，悪く行うそれらは，陰から陰に入る，というこ

とによって，二種とも附に入る，ということによって，黒い羊毛の光，と，例

によって説示し，黒いものであるから，悪い色と言われる。

(BBIzVy: Peking [Ri. 407. b.I-4]， Derge [Yi. 324. b.1-3]，磯田・古坂

[1995] : p. 367. 11. 11-13) 

(55) サーガラメーガは註釈する。二つの種類[の閃]に基づいて，とは，あるよ

く作られた呆に住して，普い行いの業をなしたそれらは，白浄に入るであろう，

とは，普趣に行くことである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. b. 4-5]， Derge [Yi. 324. b. 3-4J，磯1]]・古坂

[1995J : p. 367. 1. 14) 

(5~ サーガラメーガは註釈する。それ故に，例も，極めて清白であることを説示

する。清白であるから，好ましい色，ということによって説示される。それら
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は，色によって行かれるべき，低とJl事の場所に行くであろう。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. b. 5-6]， Derge [Yi. 324. b. 4-5J，磯田・古坂

[1995] : p. 369. 1. 16) 

間 サーガラメーガは註釈する。それはまた，戒によって普趣に行く者たちであ

る。戒を護ることによって，天に生まれるであろう，と決定することによる。

戒を破ることによって悪趣に行く者たちである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 407. b. 6-7]， Derge [Yi. 324. b. 5J，磯 III・古坂

[1995] : p. 369.11.17-18) 

(58) サーガラメーガは註釈する。それ放に言う。戒を壊し[それから]引きおこ

すことを有する者たちは，と[説かれる]0.身・語による題行とは，壊戒であ

る。それを引きおこす，とは，意による悪行である。その同じものが壊戒であ

る。経典の語とつながる。身と語と意とによる悪行とは，また，怠による悪行

を説示していても，聖者に対して誹誘する等の邪見を説示するべきである，と

示すから，怠による悪行を本性とするものは，邪見そのものである。悪行を引

きおこすことは共通であっても，好ましくない果が起こることを見ないのは見

であるからである。

(BBhVy: Peking [Ri. 407. b. 7-408. a. 3]， Derge [Yi. 324. b. 5-325. a.l]，磯

田・古坂[1995]: p. 369. 11. 19-21) 

『喰伽論記』に註釈されている。「戒を壊し」とは，身語の悪行である。

r[それから]引きおこすこと(等起b とは，意の悪行である。

(f瑞伽論記大正42.p.584. a. 24-25) 

側サーガラメーガは註釈する。また，邪見は二種である。型者を誹諒するのと

因果を誹誘するのとである。その中で，最初のものは，聖者を誹誘することで

あり，二番目はすべてを誹諮する邪見である。それと相似していない側に，型

者が確立される。仏陀と戸聞とである。それ(邪見)を対治する無漏の見と結

びついている。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. a. 3-5]， Derge [Yi. 325. a. 1-2]，磯田・古坂

[1995] : p. 369. 11. 22-23) 

r瑞伽論記』に註釈されている。「彼に対して認められた異類に住する患者

を誹誘して，邪見が聖者への誹誘と言われるJ とは，外道とは異類に住する者

への邪見は，聖者を誹諮することである。

(r職伽論記J 大正42.p. 584. a. 25-27) 

側 サーガラメーガは註釈する。それらを誹読するとは，邪見を，業と法とを受

持して住することの図とする，という意味を説示するために，その耳目見によっ

て，云々。それ故に， [邪]悶・[邪]果に執着する。それ故に，その邪業を造

作する。邪見がその業を造作して，思い方のj去を受持して，二つを受持する。
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邪見をそれの因として，道と法とを受持する。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. a. 5-8J， Derge [Yi. 325. a. 2-4]，磯田・古坂

[1995] : p. 371. 11. 1-2) 

臨1) サーガラメーガは註釈する。また，それの縁を説示するために，また，それ

の内容を説示するために，それ(邪見・壊見)とは別の種々の普法を具有して

いても，とは，それ(邪見・壊見)とは別の普本が存在していても，それ(邪

見・壊見)によって，悪趣に行く，と言われる。それを悶として，それを縁と

して， と云々 。

(1沼'hVy: Peking [Ri. 408. a. 8-b. 1]， Derge [Yi. 325. a. 4-5]，磯田・古坂

[1995] : p. 371. 11. 3-4) 

側サーガラメーガは註釈する。身の破壊を説示するために，名と色とが更互に，

云々。前に，名と色とが更互に依存して，依存してから結合していることから，

議離するから，とは，身の破壊と言われる。諸根(感官)を分解して識によっ

て捨てる。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. b. 1-3]， Derge [Yi. 325. a. 5-6]，磯田・古坂

[1995] : p. 371. 11. 5-6) 

側 サーガラメーガは註釈する。すべての死の中で，その下卑な死が最も下劣で

ある，とは，四種の死の中で，教化されない死であるそれが下劣である。それ

故に.教化されないとは，死であろう，と。心は，厭雌を生じさせるであろう，

と言われている。最も下劣であるから，とは，教化されない死という意味で説

示するためである。これらは，意味上引かれ，認と字によって引かれる。もろ

もろの生類は死ぬと決定されている。もろもろの死は，煩悩と結びついている

ときに生じるであろう。煩悩がないときは生じないであろう，と，この場合説

示されている。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. b. 3-6]， Derge [Yi. 325. a. 6-b. 2]，磯田・古坂

[1995] : p. 371. 11. 7-9) 

制 サーガラメーガは註釈する。地獄の有情たちの名を説示するために，とは，

特定の名を説示するためという意味である。悪趣とは，地獄という世評である。

悪趣に堕ちる，というのも同様である。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. b. 6-7]， Derge [Yi. 325. b. 2]，磯田・古坂

[1995] : p. 371. 1. 10) 

r珠伽論記』に註釈されている。「地獄の想を開示することによって」とは，

有情に開示して地獄の想を生じさせることによって r経』の中に r険悪趣に

堕ちると言われる」。

(r珠伽論記J 大正42.p. 584. a. 27-28) 

側 サーガラメーガは註釈する。自性と体と事とを開示することによって，とは，
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それの自性とは，地獄と言われる。体とは自性である。他の自性に対して特定

の作用があるからである。特定の他の特徴の依り所であるから，事とも言われ

る。それに依存して，それらの特定のはたらきがあるからである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 408. b. 7-409. a. 1]. Derge [Yi. 325. b. 2-4].磯田・古

坂 [1995]: p. 371. 11. 11-12) 

r珠伽論記』に註釈されている。「自性と体と事とを開示することによって」

とは，まさしく地獄の体と事とを開示することによって r経』にまた r地獄

と言われる」ということである。

(r聡伽論記J:大正42.p. 584. a. 28-b. 1) 

側 サーガラメーガは註釈する。その趣へ行く因は，極劣であるから，悪趣と言

われる。それ故に言われる。非法行と，云々。法に相応しない側商であるから，

法でないという意味である。その同じものが，自と他を害することに入るから，

不平等行である。それは，それ(地獄)に行く道であるから悪趣と言われる。

(BBhVy: Peking [Ri. 409. a.1-3]， Derge [Yi. 325. b. 4-5J.磯田・古坂

[1995] : p. 371. 11. 13-14) 

側サーガラメーガは註釈する。苦触，云々。苦とは，諸悪趣のものである。

笠旦とは，集合である。盟笠主主とは，その集合そのものである。苦悩を受け

ることが平等に出現するから，とは，耐え難い苦を受けるから，悪趣と言われ

る。それ故に言われる。苦を受けることが平等に出現するから，云々。

(BBh Vy: Peking [Ri. 409. a. 3-4]. Derge [Yi. 325. b. 5-6J.磯田・古坂

[1995J : p. 373. 11. 1-2) 

側 サーガラメーズfは註釈する。下分に行くことによって，顕示(区別)されて

いるから，また，救抜しがたい苦を受けることによって，憂悩(悲嘆)の大声

を発して，堕ちると言われる。

大きく沈んで生まれることによって，地獄と言われる。

(BBh Vy: Peking [Ri. 409. a. 4-5]. Derge [Yi. 325. b. 6-7].磯田・古坂

[1995] : p. 373. 11. 3-4) 

側サーガラメーガは註釈する。以上，業をなして，ある者が生じる。その者は，

[苦悩] を受ける，という場合，背そのものを，である。[その]苦とは別の

ものを生じさせる，とは，未来の苦を生じさせる闘の業をなすという意味であ

る。そのような場合，極めて劣なる悶と果によって，区別するから，そして，

そこに生じている者たちの非難の(惑い)業が現行するから，それらに依存し

て，地獄の三種の名を説示する。さらに，因と異熟果と士用果の自在で説示さ

れる。

(BBh Vy: Peking [Ri. 409. a. 6-8]， Derge [Yi. 325. b. 7-326. a. 2].磯問・古

坂 [1995]: p. 373. 11. 5-7) 
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r瑞伽諭記』に註釈されている。結論として述べる。「また，以上，ある者

が生じる」とは，悪行，邪見等[を有する者が生じること]である。

「それ(苦悩)を受けるから，また，別の，自らなされた苦とは別のものを

生じさせる」とは，地獄の中に生じ，先業の苦を受けおわって，また余業を起

こし種々の背を起こすと言うことである。

(f瑞伽論記大正42.p. 584.b. 1-5) 

側サーガラメーガは註釈する。以上と相違するから，道理に随うべきである，

とは，これらの有情は，身によって普行を具有している，云々。引きおこすこ

とを有する戒の円満(具足)と，身とi活と怠によって普行を具有している。二

種の見の円満等は，また，前に示されるのと相違している。凶性も来性も，特

定のものであると知られるべきである。それ故に言われる。善行を先とする趣，

~々。

(BBIz Vy: Peking [Ri. 409. a. 8-b. 3]， Derge [Yi. 326. a. 2-4]，磯問・古坂

[1995] : p. 373. 11. 8-9) 

r珠伽論記』に註釈されている。「以上と相違するJ以下は.第二に，返っ

て，法普趣を顕す。

(f聡伽論記大正42.p. 584. b. 5) 

(71) サーガラメーガは註釈する。前のようにさらに人々が滅することによって，

無漏の心解脱があり，態解脱によって，この同じ時に，自己に対して自己によ

って，神通を現証して，入定して住する。他の者たちにも説示する。自己の生

は減したということ，乃至，これとは別の生存は知られないというに至るまで。

これは如来の第十力である。すべての諸漏の中の，残りなき随i眠を断じるから，

ということによって，漏の滅があるという意味を説示している。無漏心とは解

脱心であるという意味は，欲の対象に執着することから離れているであろう，

とは，解脱心である，という意味である。欲漏と有漏を断じるからである。無

漏惑とは，怨解脱と言われる。無明j騎を断じるからである。その二つの増上心

の学と盟主益の学として確立されるべきである。盈墜C')， とは，完成を説示す

るためである。

(BBIt Vy: Peking [Ri. 409. b. 3-8J， Derge [Yi. 326. a. 4-b. 1J，磯問・古坂

[1995J : p. 373. 1. 10-p. 377.1.1) 

(7'!J サーガラメーガは誌釈する。その最後の有(=生存)において，という怠味

とは，法性が見られる場合，と言われる。自ら， とは，自己自身によって， と

いう意味である。第六神通に関して，とは，漏の尽の神通という意味が説示さ

れている。また，それは，見[道]と修[道]によって断じられるべき煩悩の

対治道によって包摂されている，と説示するためである。見道に依存して，

云々。自ら証得して，と言うことによって，自分自身によって神通によって現
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証するという，それの怠I床を説示している。他の者たちのために闘いつつある

から，と言うことによって，それら二つ(自利利他)の意味を説示している。

それ故に，云々。

(BBh Vy: Peking [Ri. 409. b. 8-410. a. 4]， Derge [Yi. 326. b. 1-4]，磯 IH・古

坂 [1995]: p. 377. 11. 1-3) 

r瑞伽論記』にi注釈されている。「その最後の有(=生存)において，内証

し，第六事11通に関して」とは，景という人が説く。阿羅漢の人は漏尽通を得，

最後心に住するのを内証と説く。仏の漏尽力はまた，金剛心の後において仏智

が起こるH寺を内証と説く。

遠師が説く。我が生が尽きる等の凶の如実知道は.これは証智である。怠l床

内容に従って凹と説く。すなわち初めに紙智を起こすとき，尽智を得るから，

我が生が尽きると名づける。無生~N を得るから，後有を受けない。『成実論』

もまた同じである。(1"成実論」大.iE32.p. 372. b・cに類似の記述がある。)<景

師の説は，仏陀に|則してはポジティプな仏智が起こることを最終的混然とする

が，遠削iの説は，ネガティブな~!t~然論である。>

(r珠伽論記大正42.p.584.b.6-l1) 

(73) サーガラメーガは註釈する。請もIの区別，云々とは，私の生は尽き，と第八

[地]に入る。私によって先行という行がある，とは，道を正しく修習するこ

とによって，退転がない。作用をなし終わったとは，すべての結(煩悩)を断

じることによって，道果を持つことを得る。これとは別の生存は知らない， と

は，七有(七つの生存) (地獄・高生・餓鬼・天・人・業・中の七有の称。 Ji.

趣の果とその闘を数えたもの。)等が減しているのである。

(BBh Vy: Peking [Ri. 410. a. 4-6J， Derge [Yi. 326. b. 4-5]， ~鍵問・古坂

[1995J : p. 377. 11. 4-5) 
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